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発行 １５．９．１７ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

回答の多くに「グループ会社が決定すること」とあ

るが１０００人以上の組合員が出向している施策

であり、本体もグループ会社とともに関わりを持つ

べきだ。 

グループ会社と一体となって進めることに変わらない。 

課題と成果を具体的に示せ！ 

課題・・想定したよりも教育に若干時間がかかっている。 

    技術力は高まっているが幅広くやっている。 

成果・・確実に技術伝承が拡大している。 

今施策を担ってきたのは、出向者の努力である。 

出向した組合員のモチベーションは？ 
努力してきたことは、その通りだと思う。 

指導者として経験することができたことでモチベーション

が高まった。 

・グループ会社における育成計画は？ 

・年間 12時間の教育内容はどのように行われてい

るのか？ 対象者は？ 

・新規採用者の教育カリキュラムは？ 

・技術、技能教育が現場任せになっている。統一

された技術、技能を継承できない。 

・年間 12 時間で車両技術（規定、マニュアル類、機器の構

造）重大事故に関わるもの、コンプライアンス、安全に関わ

るものを全社員（清掃除く）に教育をしている。 

・新人教育 2ヶ月、基礎技術１～2ヶ月、ＪＲへの出向 8ヶ

月程度、復帰し仕業検査教育を行う。どこの会社もこれが基

本となる。 

・異常時対応をするのは出向者、エルダー社員で

ある。 

・グループ会社の技術指導は誰が担うのか？ 

・作業責任者はどうあるべきか？ 

・作業責任者の役割は重要であり、業務に精通し

た人が担うべきであり、実務の要である。 

・プロパー社員も一緒になってやっている。 

・技術指導は品質管理責任者で車両の品質を管理している。 

・作業責任者は、作業内容だけでなく作業指示ができる人

を選任している。 

・作業責任者として構内・検修を兼務することもある。 

・出向者は技術指導が最優先の業務である。 

・清掃ありきでなく目的は技術指導である。認識は一致しているので本社として指導すべき。 

  
・施策として技術指導というのは当然である。必要な事があれば指導していく。 


